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あらまし：これまでに，算数三角ブロック表現を用いて算数文章題の構造の外化を行うことによる算数文

章題の構造的理解の支援が実現されている．算数三角ブロックでは，文章題中の数量概念を与えてそれを

組み立てることによって理解の外化を行っているが，数量概念を与えると学習者は問題文を見ずに数量概

念だけで組み立てている可能性がある．そこで，本研究では文章題から数量概念の抽出を学習者に行わせ

ることで，求める数量概念に必要な部分だけを問題文から抜き出すことができ問題の部分化ができること

に注目し，文章問題中から数量概念を抽出し組み立てさせる手法を提案する． 
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1. はじめに 
算数文章題の問題解決過程は，問題理解過程と問

題解決過程に分かれている．また，問題理解過程は

変換過程，統合過程，問題解決過程は，プラン化過

程，実行過程に分かれているとされている(1)．その

中で統合過程は言語的表現から数量関係的表現への

変換を頭の中で行うため，最も学習者が躓きやすい

とされている．また，統合過程は，理解の外化活動
(2)により外部からの支援が可能であると考えられる．

そして，統合過程には言語的な統合である言語的統

合過程だけではなく，数量関係まで統合した数量関

係的統合過程も存在するとされている(3)． 

数量関係的統合過程の外化モデルとして算数三角

ブロックが提案されており(4)，それに基づいた算数

の学習支援システムが開発され，複数回の小学校で

の利用によってシステムの有用性が示されている．

三角ブロックは計算に使う数量概念をノードとして

あらかじめ用意して学習者に提供しているため，元

となる文章問題を見ずに三角ブロックを組み立てて

いる可能性がある．そのため，学習者にノードがど

の問題文と対応しているかを理解させ，自分で必要

な数量概念を文章問題から取り出させることが必要

であると考え，本研究では，学習者が文章問題から

必要な数量概念を抽出するシステムを提案する． 

 

2. 算数三角ブロック 
算数三角ブロックでは，言葉の式表現を用いた単一

の二項演算を基本単位とした三つ組み構造を，図 1
に示すような三角ブロックと呼ばれる三角形の図形

を使い表現することが提案されている．単一の三角

ブロックでは，演算子を用いた二項演算を表現する

ことができ，同じ数量概念同士を三角ブロックで共

有することによって三角ブロックを繋げることがで

き，それによって複数の演算を階層的に表現するこ

とができる．図 1 では，結果 A を共有することによ

って二つの三角ブロックを繋げて結果 Bを求めてい

る． 

 

 

図 1 算数三角ブロックの例 

 

3. 文章問題からのノード生成 
3.1  数量概念の抽出の重要性 
従来の算数三角ブロックでは，文章題中の数量概

念をあらかじめノードとして表示させておき，その

ノードと三角ブロックを使って文章題と同じ問題を

作らせている．数量概念があらかじめ与えているた

め，学習者は文章問題を見ずに与えられた数量概念

を組み立てている可能性があると考える．そのため，

文章題を解くというより，与えられた数量概念を全

て正しく繋げると文章題と同じ問題になったという

結果があるのではないかと考える．このことから，

文章題を正しく理解させるためには，文章問題から

数量概念の抽出を行わせる必要があるのではないか

と考える． 
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3.2 文章題からの数量概念の抽出 
 本研究では文章問題から使う数量概念の抽出を学

習者に行わせるシステムを開発した．手法としては，

演算で使う数量概念が述べられている文章問題の適

切な部分を選択すると，その部分に対応する数量概

念がノードとして表示されるというものである．例

えば，図 2 に示した問題中で，「男子が 22 人」とい

う部分を選択すると，この部分にあらかじめ紐づけ

られている「男子の人数」というノードが図 2 のよ

うに生成される．このような活動を行わせることに

より，従来の三角ブロックでは学習者に明示的には

行わせていなかった分節化の活動も演習中に組み込

むことができるようになる．なお，現時点では問題

文に直接的に対応する部分が存在しない中間概念

（演算の結果として現れる数量概念)は，あらかじめ

表示しておくこととしているが，この取り扱いは今

後の課題となっている． 

 

 

図 2 ノード生成後 

 

3.3  問題の部分化 
前節で，文章題中から使う数量概念の抽出の手法

について述べた．しかし，文章問題から必要な数量

概念を抽出する際に適当に問題文を選択し，全ての

ノードを作ってから組み立てるといった振る舞いが

ありえる．このような振る舞いが生じるのを避ける

ため，問題の部分化を取り入れる．部分問題とは，

元問題の答えを求める際に使う複数の演算の中の一

部だけを使う問題のことである．例えば図 3 では，

元問題と部分問題において与えられている数量概念

は同じであるが，求めるものが変更されており，部

分問題では，元問題の答えを導く演算の部分だけを

用いて答えを導くことができる．図 4 は元問題と部

分問題の三角ブロックを示しており，部分問題の三

角ブロックは，元問題の三角ブロックの一部となっ

ている． 

この部分問題では，使わない数量概念が含まれる

ことになり，取捨選択をしながら分節化（数量概念

の取り出し）を行うことが求められる．また難しい

文章問題を与えた際に，解くことができない学習者

に対して部分問題を先に行わせることで，文章問題

の解き方を考えさせることができ，元の問題をかみ

砕いて考えさせ正解に誘導をすることができる．指

定された数量概念を求めるために必要となる数量概

念を決定することになることから，作問学習になっ

ていると解釈できる．  

 

 

図 3 部分問題の問題文 

 

図 4 部分問題の三角ブロック 

 

4. まとめ・今後の課題 
本研究では，文章問題から数量概念を抽出し三角

ブロックを組み立てさせるシステムを提案した．数

量概念の抽出から行わせることで，自分がどの部分

の三角ブロックを組み立てているのかを考えさせる

ことができ，三角ブロックと文章問題の繋がりを強

く認識でき，文章問題の統合過程をより支援できる

のではないかと考える．文章問題の部分化を行うこ

とによって，難しい文章題に対して段階的理解によ

る支援を行う．また，部分問題は作問学習になって

いると解釈できる． 

今後の課題としては，システムの利用を行い，そ

の有用性を確認する．また，利用を通して数量概念

の抽出を行うシステムの改良を考えている． 
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